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木田の娘は恋盛り、
木田の子供は不死鳥ジャーー

私たちのチームにとって昨年のかちやまワッショイはヨ

サコイの楽しさ、感動を与えてくれた、大切な初舞台でし

た。洪水で沈んでいた心を明るく前向きにしてくれました。

勝山の人たちが、伝統の左義長囃子を取り入れた曲で、

奥越の山々をバックに自然いっぱいの中で踊るすがすがし

い映像は、きっとチームのみんなの心に深く焼きついて忘

れえぬ思い出に残ることだろうと思っています。

今年の木田小学校の1年生は5クラスになりました。

木田ッ子の元気と、お母さんたちの華麗な踊りにご期待

ください。

2005年よりさらにパワーアップ
鹿谷童子　ここに見参　セイヤ！

わたしたち鹿谷童子は、とても元気がよくおどりの大好

きな仲間です。暑い中、毎日学校の休み時間などを使って、

一生けん命心を一つにして練習してきました。

当日は、そのおどりを勝山市民のみなさんに見てもらい

たいと思います。みなさんがつられていっしょに声をかけ

たり、おどりたくなるようなヨサコイを披露します。元気

におどる鹿谷童子の気持ちが伝わるように、気合いを入れ

て踊ります。

心を一つにしておどる鹿谷童子のヨサコイを、どうぞご

らんください。

「ブギウギ！
それ、祭り楽しや！スマイルF」

今年も参上致しました！港と巷（ちまた）で噂の「座☆

スマイルＦＩＴＮＥＳＳ！」です。

「理想は高く、経費は安く、かわいい子供からいい歳こ

いた大人まで！」の座風の下．初出場の昨年はなんとあり

がたく「チャマリン大賞」の栄誉に賜り、すてきな打ち上

げ花火に青春＆感動の夏でした。

さて今回のテーマは「わくわく! ドキドキ! ブギウギ! そ

れ、祭り楽しやワッショイ！」見ているだけではつまらな

い。一緒に声あげて!両手挙げて!お祭りを楽しみましょう。

みんなお気に入りのスタイルととびっきりの笑顔で演舞し

ますよ。さあ私たちのできたての衣装の白いキャンバスに

観客の皆さんで思い思いの祭りを描いてみてください。県

下チームNo.1のブギウギショータイムとチームの宝でも

あるかわいい子供達の純粋無垢なスイングは必見です。

勝山大好きか？
そりゃひっでもんに好きやでぇ！

今年でかちやまワッショイも4年目、このチームも同じ

く4年目を迎え本番に向け練習、準備をしています。新メ

ンバーも加わり総数30名のチームながら勢いは更に加速

している状態です。

アレンジ曲「2005海瑠」をひっさげて4番手の出場、

開始から目がはなせませんので当日は早めにご来場見逃さ

ないようご注意ください。

振り付け終盤には今年もお笑い振り付けを入れていま

す。キーワードは「ジャッカジャッカジャーン」、こちら

もお見逃しなく。

それでは、当日左義長カラーの衣装をまとった40℃を

お楽しみください。

しなやかに力強くそして美しく
女性はしなやかでなければならない

女性は強くなければならない

女性は美しくなければならない

参加2回目の～紅～は、パワーアップしての参加です。

20歳から70歳まで若いエネルギーと熟年パワーでガ

ンバリます！！

浴衣を着て盆踊りを楽しむように踊ります。

“閻魔のお叫び、地に響け!!”
我がチームは、元町3丁目の踊りが大好きな面々が集ま

ったチームです。

昨年、一昨年と、チームに参加していた男性陣が都合で

参加出来なくなり、勝山ワッショイへの参加も危ぶまれま

したが、小中学生の力みなぎる子供達が大勢参加してくれ

て活気のあるチームになりました。

毎年、振り付けと音楽に頭を悩ませていますが、あくま

でも集まったメンバーで作り上げました。

昨年は、今までのヨサコイのイメージを打ち破る様な静

かで重みのある踊りに挑戦してみましたが、反応はいまひ

とつ!?だったらやっぱり派手にやろうという事でがんばっ

てみました。

私達が生み出した左義長のイメージは“太鼓”とか“ひ

ょっとこ”とはちょっと違います。楽しんでもらえる事間

違いなしです。




